
学校番号 112 

平成 31 年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 国語表現 単位数 ２単位 年次 3 年次 

使用教科書 『国語表現』 （大修館書店） 

副教材等  プリント教材、ワークシート等 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

この授業の目的は、「自分を表現できるようになること」です。国語表現の基本的な知識と技術を

身につけ、「自分にしか書けない文章を書くこと」や、「自分にしか話せない話をすること」がで

きるようにしましょう。そのために、授業には受け身ではなく、主体的・能動的に取り組んでくだ

さい。もちろん、忘れ物をしない、提出物をきちんと出す等の基本的な事項も厳守してください。 

 

２ 学習の到達目標 

国語で適切かつ効果的に表現する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力や想像力を

伸ばし、言語感覚を磨き、進んで表現することによって国語の向上や社会生活の充実を図る態度を

育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b: 話す・聞く能力 c: 書く能力 d:読む能力   e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う力

を進んで高めると

ともに、国語を尊

重してその向上を

図ろうとしてい

る。 

目的や場に応じ

て効果的に話し、

的確に聞き取っ

たり、話し合った

りして、自分の考

えを深め、発展さ

せている。 

相手や目的、意

図に応じた適切

かつ効果的な表

現による文章を

書き、自分の考

えを深め、発展

させている。 

 言葉の特徴や決

まり、役割など

についての理解

を深め、知識を

身に付けてい

る。 

評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワーク

シート等） 

行動の観察 

（発表等のパフ

ォーマンスの評

価） 

記述の確認 

（ワークシート、

原稿用紙等） 

記述の確認及び

分析 

（ワークシー

ト、原稿用紙等） 

定期考査 

 行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワー

クシート等） 

定期考査 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d ｅ 

１
学
期 

１ 

書
い
て
伝
え
る 

 

１ 整った文を書く 

２ わかりやすい文を書く 

３ 文のつなぎ方 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

◎ 

◎ 

◎ 

 ◎ 

◎ 

◎ 

a:整った文を書くために

大切なことを理解しよう

としている。 

c:長過ぎる文を避け、わか

りやすい文を書こうとし

ている。 

e:文脈による文のつなが

りを理解している。 

a:行動の観

察と確認 

c・e:行動の

観察及び記

述の確認 

２ 

小
論
文
・レ
ポ
ー
ト

入
門 

 

１ 小論文とは何か 

２ 反論を想定して書く 

３ 文章を読み取って書く 

○ 

○ 

 

 

 

◎ 

◎ 

 ◎ 

◎ 

a:自分の意見を明確にし

ている。 

c:意見を筋道を立てて書

いている。 

e:原稿用紙の使い方を理

解している。 

a:行動の観

察と確認 

c・e:記述の

確認 

２
学
期 

３ 

自
己
Ｐ
Ｒ
と
面
接 

 

声
の
表
現 

１ 自分を見つめて 

２ 効果的な自己ＰＲ 

３ 将来の自分を考えよう 

４ 志望動機をまとめよう 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

◎ 

○ 

○ 

◎ 

◎ 

◎ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

a:経験から自分の長所を

考えている。 

b:自分の特長を端的に表

現できている。 

c:調べたことを文章にま

とめている。 

e:調べたこと、やりたいこ

と、自己ＰＲの三つを結び

つけている。  

a:行動の観

察と確認 

b・c・e:行

動の観察と

発表の評価 

 

４ 

メ
デ
ィ
ア
を
駆
使
す
る 

 
１ 通信文を書き分ける 

２ 電話を使いこなす 

３ ネット社会とコミュニケーシ

ョン 

○ 

○ 

○ 

 

◎ 

 

◎ 

 

◎ 

 

 

 

◎ 

◎ 

○ 

a:さまざまな通信文の形

式を理解しようとしてい

る。  

b:相手に応じた適切な応

対の仕方を理解している。 

c:目的に応じて適切な形

式で通信文を書いている。 

e:使いこなせる言葉や表

現の数を増やしている。 

a:行動の観

察と確認 

b:行動の観

察と発表の

評価 

c:記述の確

認と評価 

e:記述の確

認及び定期

考査 

３
学
期 

５ 

声
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン 

１ 言葉のストレッチ体操 

２ リーダーズシアターを開こ

う 

３ ショートスピーチをしよう 

○ 

○ 

 

○ 

◎ 

◎ 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

a:コミュニケーションの

楽しさを感じている。  

b:文章の内容に応じて効

果的に朗読している。 

e:話すことの順序を理解

している。  

a・b・e:行

動の観察と

確認と発表

の評価 

 

 



※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力 

c:書く能力  d:読む能力  ｅ:知識･理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


